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(1)自己紹介
○職歴
～2014年3月 横浜清風高校 勤務
2014年4月～ 山梨県立都留高校 勤務
（松田和真先生と同僚です。）

○ライフワーク？
万年初心者のギター
読書（池井戸潤、青山美智子、瀬尾まいこ が好き）

○数学関連では・・・
長岡亮介先生が好き（大学でも教わった。）
岡潔先生も好き（森毅先生のエッセイも好きだった。）



(2)表計算ソフト(Excel)の活用に至る背景
①生徒の「何の役に立つの？(ﾟДﾟ;)」に答えたい。
（数学に対する期待に応えたい。）

②「四則演算が得意」⇔「数学が得意」
ではないことを伝えたい。
（計算はPCに任せたっていいじゃないか。）

③PCの限界を知る。
（値の変化に対して、その根拠や仕組みを理解する。）

④単純にExcelが使えるようになることは望ましいこと。



Excelのいいところ

数値変化と関数の可視化(グラフ描画)の
両方が可能



なんと言っても“超”普及している。

（誰もが使えることが望ましい。）





が から出た意見
が が補足した事項

Excelから気づいたことのシェア
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統計的な推測

推測できる？？
↓



↑
抽出人数が少ないとブレが大きい。
標本平均に関する考察が可能。



(3-3)総合的な探究の時間
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空欄 → 空欄 → １
空欄 → あり → ０
あり → あり → ６
あり → 空欄 → ０

【改善案】
左の得点の合計点を得点とする。
（差を大きくするための重みをつけ
た。）
ただし、常識はずれな場合を除くため、
空欄の場合を最小として扱うことにし
た。



「あ」の
得点の満点は

６×１０５＋１×２９５＝９２５

何も書かないときを最低得点として扱うこととし、
最低の得点は

１×２９５ ＝２９５

と考えた。



(1,1)～(20,20)の400マスの
中から座標を入力

模範 → 書いたもの → 得点
空欄 → 空欄 → １
空欄 → あり → ０
あり → あり → ６
あり → 空欄 → ０



「あ」の
得点の最大値は９２５
得点の最小値は２９５

１００点満点換算すると・・・？？
得点の最大値は９２５↔１００点
得点の最小値は２９５↔ ０点 にしたい。

定義域が 295 ≤ 𝑥 ≤ 925で値域が0 ≤ 𝑦 ≤ 100である増加
関数を求める。



２点 295 , 0 , (925 , 100)を通る
直線の方程式は、

傾きが
100−0

925−295
であるから

𝑦 − 100 =
100 − 0

925 − 295
(𝑥 − 925)

まずは、最も簡単な関数である１次関数を用いる
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１００点満点への換算（１次関数）

(295 , 0)と(925 , 
0)
の２点を通る直線
を考える。

１００点満点
換算の得点

𝑦 =
100

925 − 295
𝑥 − 925 + 100



サンプル（３人分）
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27点

得点が低めに出力される傾向があったため、サンプ
ル数を増やして、２次関数による換算を行った。



点 (925 , 100)が頂点である放物線の方程式は、

𝑦 = 𝑎 (𝑥 − 925)2+100⋯(1)
これが点(295 , 0)を通るので、

0 = 𝑎 (295 − 925)2+100⋯(2)
すなわち、

𝑎 = −
100

(295 − 925)2
⋯(3)

求める放物線の方程式は

𝑦 = −
100

295 − 925 2
𝑥 − 925 2 + 100⋯(4)
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１次関数と２次関数の重ね合わせ

y=100/(925-295) *(x-925)+100 y=-100/(925-295)^2 * (x-925)^2+100

グラフからもわかる通
り、
２次関数による換算の方
が１次関数による換算よ
り大きいスコアに換算が
できる。

𝑦 = −
100

(925 − 295)2
(𝑥 − 925)2+100
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２次関数による得点化【点】

相関係数０．３５
→２次関数による
得点化はいまいち？

１次関数との差異
や他の関数による
得点化はどうだろ
うか？



(4)まとめ

Excelを活用すると…

○数学的な考察が深まる。

○数式を立てる練習ができる。

○PCスキルが上がる。

○数学（含む統計）の活用の幅が広がる。


